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中国内外の博物館や研究機関、個人が所有する服飾にまつわる歴史的資料について、総計 3000 点におよぶ図版を掲載。

 衣服や冠帽はもちろん、履物や多彩な装身具、髪型や化粧、埋葬時に身に着けた玉衣服飾まで、身にまとうもの・身体を装飾す
るもの全般を網羅。

 服飾品・装身具などの現物だけでなく、壁画や布帛画、俑や塼彫など、服飾品・装身具がどのように身に着けられていたかを示
す具体的用例を掲載。また写真に加え、学術的な考証により描かれた復元図、図解等も豊富に収録。

 服飾のデザインや文様がもつ内面的な意味を、数多くの文献を引用しながら、当時の思想や社会情勢と関連付けて説明。中国歴
代の服飾が、時代精神を具現化する様子についても詳述する。

 中国文学や中国史の記述に具体的なイメージを与える圧倒的な視覚資料を提供。作画や設定用資料としてクリエイターにも有用。

各巻冒頭には、監修者による日本語版オリジナルの概論を付す。

 

編
著
者
略
歴 

 

黄
能
馥
（
こ
う 

の
う
ふ
く
）

中
央
工
芸
美
術
学
院
教
授
、
清
華
大
学
美
術

学
部
教
授
、
中
国
書
画
通
信
大
学
副
学
長
、

北
京
現
代
実
用
美
術
学
院
名
誉
学
院
長
、
蘇

州
大
学
教
授
、
蘇
州
シ
ル
ク
博
物
館
顧
問
な

ど
を
歴
任
。
専
門
は
染
織
、
服
飾
。
著
書

に
『
絲
綢
史
話
』（
共
著
、
中
華
書
局
出
版
、

一
九
六
三
年
）、『
中
国
美
術
全
集
　
工
芸
美

術
編
・
印
染
織
繡
』（
上
下
巻
、
文
物
出
版
社
、

一
九
八
五
／
八
七
年
、
第
一
回
国
家
図
書
賞

最
高
栄
誉
賞
を
受
賞
）
な
ど
多
数
、
邦
訳
書

に
『
中
国
絹
織
物
全
史
―
―
七
千
年
の
美
と

技
』（
共
著
、科
学
出
版
社
東
京
、二
〇
一
五
年
）

が
あ
る
。

 

監
修
・
翻
訳
者
略
歴 

 

古
田
真
一
（
ふ
る
た 

し
ん
い
ち
）

帝
塚
山
学
院
大
学
教
授
。
京
都
市
立
芸
術
大

学
美
術
専
攻
科
修
了
。
一
九
八
六
年
か
ら

一
九
九
〇
年
ま
で
北
京
大
学
に
公
費
留
学
。

専
門
は
中
国
絵
画
史
。
編
著
書
に
『
中
国
の

美
術
―
―
見
か
た
・
考
え
か
た
』（
昭
和
堂
、

二
〇
〇
三
年
）
な
ど
、
論
文
に
「
六
朝
絵
画

に
関
す
る
一
考
察
―
―
司
馬
金
龍
墓
出
土
の

漆
画
屛
風
を
め
ぐ
っ
て
」（『
美
学
』
四
二
巻

四
号
）、「
宋
代
に
お
け
る
仕
女
図
の
表
現
形

成
に
つ
い
て
」（『
中
国
美
術
の
図
像
学
』
京

都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）、

訳
書
に
『
中
国
出
土
壁
画
全
集
』（
全
十
一
巻
、

科
学
出
版
社
東
京
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が

あ
る
。

 服飾・服飾史の研究者・愛好家。服飾、ファッション関係の学科、専
門学校

中国文化史・西域文化史の研究者・愛好家、東洋史学科

中国文学、中国古典籍の研究者・愛好家、中国文学科

風俗学・有職故実の研究者、日本史学科

紡績・染織・繊維工学の研究者、工学部

 ファッション・デザイナー、パタンナー、アパレルデザイン会社、テ
キスタイル・デザイナー、染織家、染織愛好家など

 ゲーム・クリエイター、イラストレーター、漫画家、作画監督など

 大学図書館、県立図書館、市町村立図書館、美術館、博物館、文化財
研究所
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博
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黄
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画
家
・
元
中
央
工
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術
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院
講
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編
著

監
修
・
翻
訳

古
田
真
一
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全　　　巻

四

石
器
時
代
か
ら
二
十
世
紀
ま
で
二
万
年
に
迫
る
中
国
服
飾
の
展
開
を
、

三
千
点
を
超
え
る
写
真
や
図
解
で
分
か
り
や
す
く
通
観

衣
服
や
冠
帽
を
は
じ
め
、
履
物
や
装
身
具
、
髪
型
や
化
粧
ま
で

網
羅
的
に
解
説
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
決
定
版
！



監
修
に
あ
た
っ
て

中
国
歴
代
の
絢
爛
た
る
服
飾
文
化
を
網
羅
し
た
比
類
な
き
大
著

	

帝
塚
山
学
院
大
学
教
授
　
古
田
真
一

　
本
書
は
『
服
飾
中
華
――
中
華
服
飾
七
千
年
』（
北
京
：
精
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
の
日

本
語
版
で
あ
る
。
中
国
の
服
飾
の
起
源
は
ひ
じ
ょ
う
に
古
く
、
今
か
ら
一
万
八
千
年
前
の
旧
石
器
時

代
晩
期
に
は
人
々
が
獣
皮
を
縫
っ
て
衣
服
と
し
、
獣
骨
や
石
珠
を
連
ね
て
身
体
を
飾
っ
て
い
た
こ
と

が
出
土
品
か
ら
窺
え
る
。
本
書
で
は
、
そ
う
し
た
旧
石
器
時
代
か
ら
記
述
が
始
ま
り
、
辛
亥
革
命
後

の
二
十
世
紀
ま
で
の
服
飾
に
つ
い
て
、
衣
服
や
冠
帽
を
は
じ
め
、
装
身
具
、
髪
型
、
化
粧
、
さ
ら
に

は
織
物
の
種
類
・
技
法
・
文
様
に
至
る
ま
で
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
網
羅
的
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
、

副
題
の
「
中
華
服
飾
七
千
年
」
を
は
る
か
に
超
え
、
二
万
年
に
迫
る
中
国
服
飾
史
の
展
開
を
通
観
で

き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
豊
富
な
図
版
を
用
い
た
具
体
的
な
解
説
に
あ
る
。
服

飾
史
に
関
す
る
研
究
は
、正
史
に
載
る
輿
服
志
な
ど
の
記
述
を
読
み
解
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

文
献
の
記
述
か
ら
だ
け
で
は
服
飾
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ

れ
を
補
完
す
る
た
め
、
本
書
で
は
、
服
飾
の
実
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
絵
画
や
彫
刻
に
描
写
さ
れ

た
服
飾
表
現
を
博
捜
し
、
約
三
千
点
に
も
の
ぼ
る
図
版
に
よ
っ
て
各
時
代
の
服
装
を
余
す
こ
と
な
く

視
覚
的
に
提
示
し
て
お
り
、
本
書
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と
に
、
中
国
歴
代
の
服
飾
の
イ
メ
ー
ジ
が

鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
各
時
代
の
服
飾
の
デ
ザ
イ
ン
や
文
様
の
意
味
を
、
当
時
の
思
想
や

社
会
情
勢
と
明
確
に
関
連
づ
け
て
説
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
国
の
服
飾
は
、
単
に
身
体
を
保
護

し
装
飾
す
る
と
い
っ
た
実
用
的
な
目
的
を
超
え
、
時
代
精
神
を
具
現
化
す
る
機
能
も
備
え
て
い
た
。

本
書
で
は
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
、
各
時
代
の
服
飾
の
形
状
・
材
質
・
文
様
・
色
彩
・
数
量
な
ど
の

内
面
的
な
意
味
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
文
献
を
引
用
し
な
が
ら
解
き
明
か
し
て
い
る
。

　
本
書
を
通
観
す
れ
ば
、
中
国
の
服
飾
が
各
時
代
の
社
会
を
濃
厚
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
や
、
ど
の

時
代
に
お
い
て
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が
追
求
さ
れ
、
時
に
は
異
国
の
服
飾
文
化
と
融
合
し
な
が
ら
、

絢
爛
た
る
服
飾
文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
最
新
の
研
究
成
果
を
存
分
に
盛

り
込
ん
だ
本
書
が
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
中
国
文
化
に
関
心
の
あ
る
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
有
益

な
書
籍
と
な
り
、
様
々
な
場
で
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

第
一
章
　
中
国
服
飾
の
黎
明

一
　
中
国
に
お
け
る
服
飾
の
誕
生

［
一
］人
類
の
進
化
発
展
の
レ
ベ
ル
を
示
す
服
飾
／［
二
］人
類
の
祖
先
に
お
け
る

進
化
発
展
の
歴
史
／［
三
］人
類
発
祥
の
地
の
一
つ
で
あ
る
中
国
／［
四
］中
国
に

お
け
る
衣
服
誕
生
へ
の
第
一
歩

二
　
中
国
原
始
の
服
飾
の
発
祥
期

三
　
中
国
服
飾
芸
術
の
あ
け
ぼ
の
―
―
新
石
器
時
代

［
一
］紡
織
の
発
明
と
創
造
／［
二
］独
自
の
特
徴
を
備
え
た
服
飾
様
式
／［
三
］豊

富
で
華
麗
な
原
始
の
装
身
具

第
二
章
　
夏
・
殷
・
西
周
時
代
の
服
飾

一
　
制
度
と
し
て
の
服
飾

［
一
］夏
・
殷
・
西
周
に
お
け
る
服
飾
文
化
の
背
景
／［
二
］階
級
に
よ
る
服
飾
品

の
独
占

二
　
夏
・
殷
・
西
周
の
章
服
制
度

［
一
］礼
服
／［
二
］一
般
の
服
装
／［
三
］舄
履
／［
四
］戎
服
（
軍
服
）

三
　
王
権
と
徳
化
の
象
徴
―
―
「
十
二
章
」
服
飾
文
様

［
一
］文
献
に
見
ら
れ
る
「
十
二
章
」
／［
二
］考
古
史
料
に
見
ら
れ
る
「
十
二
章
」

四
　
夏
代
の
服
飾

五
　
殷
代
の
服
飾

［
一
］殷
代
に
お
け
る
服
飾
の
素
材
／［
二
］殷
代
に
お
け
る
服
飾
の
色
彩
／［
三
］

殷
代
に
お
け
る
服
飾
様
式
／［
四
］殷
代
晩
期
、
蜀
国
・
魚
鳧
王
の
四
点
か
ら
な

る
龍
文
礼
衣
／［
五
］今
か
ら
三
〇
〇
〇
年
以
上
前
の
天
山
南
北
に
お
け
る
服
飾

六
　
西
周
の
服
飾

［
一
］西
周
の
宗
法
制
度
、
及
び
「
中
華
」「
華
夏
」
の
名
称
の
由
来
／［
二
］西

周
に
お
け
る
衣
服
の
生
地
／［
三
］西
周
時
代
の
着
装
人
物
資
料

七
　
殷
・
周
時
代
の
装
身
具

［
一
］髪
飾
／［
二
］冠
飾
（
頭
部
の
装
飾
品
）
／［
三
］耳
飾
／［
四
］頸
飾
／［
五
］

臂
飾
／［
六
］佩
璜
／［
七
］そ
の
他
の
玉
佩
／［
八
］手
飾
／［
九
］瞑
衣
玉
具

第
三
章
　
春
秋
・
戦
国
時
代
の
服
飾

一
　
中
国
服
飾
文
化
に
お
け
る
変
革
の
第
一
歩

［
一
］服
飾
の
生
地
の
発
展
／［
二
］服
装
の
色
彩
観
念
に
対
す
る
変
化
／［
三
］着

装
形
式
の
変
革
／［
四
］紡
織
技
術
の
発
展
／［
五
］思
想
界
に
お
け
る
多
様
な
服

飾
観

二
　
考
古
学
的
な
発
掘
品
に
見
る
春
秋
戦
国
時
代
の
服
飾
文
化

［
一
］春
秋
戦
国
時
代
に
お
け
る
服
装
の
材
料
／［
二
］春
秋
戦
国
時
代
の
服
飾
文

様
／［
三
］春
秋
戦
国
時
代
の
服
装
形
式
／［
四
］春
秋
戦
国
時
代
の
装
身
具

第
四
章
　
秦
・
漢
時
代
の
服
飾

一
　
服
飾
文
化
が
総
合
的
に
発
展
し
た
時
代

二
　
秦
の
始
皇
帝
時
代
に
お
け
る
強
力
な
軍
隊

［
一
］二
〇
世
紀
に
お
け
る
世
界
考
古
学
の
奇
跡
／［
二
］秦
国
軍
隊
の
服
装

三
　
中
国
の
絹
が
西
方
世
界
に
及
ぼ
し
た
多
大
な
影
響

四
　
漢
王
朝
の
服
飾
制
度

［
一
］漢
代
の
冠
制
／［
二
］漢
代
の
朝
服
／［
三
］漢
代
の
一
般
的
な
服
装
／［
四
］

漢
代
の
鞋
靴
／［
五
］絵
画
・
彫
刻
に
表
さ
れ
た
服
飾
／［
六
］漢
代
の
喪
服

五
　
出
土
品
に
み
る
漢
代
の
服
飾
資
料

［
一
］衣
服
と
布
地
／［
二
］前
漢
か
ら
後
漢
・
三
国
に
至
る
服
飾
文
様
の
変
遷

六
　
秦
・
漢
代
の
装
身
具

［
一
］髪
飾
／［
二
］耳
飾
／［
三
］頸
飾
／［
四
］臂
飾
／［
五
］指
環
／［
六
］帯
鉤
・

帯
釦
・
帯
鐍
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第一巻　目次 組見本（原寸60%縮小）

（原寸26%縮小） 卓歇図（部分）

太陽神鳥金箔飾
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はい

璜
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河南省三門峡市
虢国貴族墓出土

188 189秦・漢時代の服飾

　要するに秦軍の服装は、戦闘時に動きやすいように、兵種に応じて機能
的に設計されており、さらに冠飾の形式や甲衣の色彩によって将兵の地位
を区分していた。武官は冠を戴くが、兵卒には冠はない。高級武官は鶡

かつ

冠
を戴き、彩色された金属製の魚

ぎょ

鱗
りん

甲
こう

を着けた。中級武官は双版長冠を戴き、
彩色の縁取りのある前胸甲、或いは斉辺甲を着けた。下級武官は単版長冠
を戴き、甲衣は彩色しないが、甲片は兵卒のものよりも小さく、数量も多
かった。一般の兵卒が身に着ける甲衣の甲片は大きく、数量も少なかった。
『戦国策』韓策には、秦の軍隊は戦闘時に兜をかぶらず、非常に勇猛であ
ったと記されている。一方、六国の軍隊は鎧を着て兜をかぶって闘ったに
もかかわらず、秦の軍隊には敵わなかったのである。
　将軍の魚鱗甲は、縁辺部を幅広の矩

く

文の錦で縁取り、甲片は赤褐色に、
甲釘は朱色に、連甲帯は赤色に彩色されていた。そして、甲衣の肩部は肌
色を地色とし、その周囲に文様を刺繡し、2つの青い小花が色帯による花
結びを際立たせていた。

図4-17　重装戦車馭手俑　盆
領（頸甲）部分　秦　陝西省臨
潼県秦始皇帝陵2号俑坑出土

図4-18　頭に赤鉢頭をかぶった重装歩兵俑　秦　
秦始皇帝陵1号俑坑出土

図4-15　将軍俑（図4-1頭
部）　鶡冠を戴く。

図4-16　中級軍吏俑 (図4-2
頭部）　長冠を戴く。

図4-19　将軍俑（図4-1胴部）

図4-13　秦軍の編み髪の髪型図　頭髪と紐を一緒に編み込んでいるのであろう。

図4-14　秦軍の冠のつけ方図4-12　重装戦車馭手俑の色彩復元図　秦　秦始
皇帝陵2号俑坑出土

御正 御副
図4-10　銅馬車馭手俑　秦　秦始皇帝陵陪葬坑出土

図4-11　馭手俑と銅馬車　秦　1980年、陝西省臨潼県秦始皇帝陵西側出土　馭手：高さ95cm　馬車：高さ152cm　長さ225cm

馭手俑

全体像

92 93隋・唐・五代の服飾

［五］女性の男装
　男装の流行は、唐代の開放的な社会を物語っている。『旧
唐書』輿

よ

服
ふく

志には、「開元初め、従駕の宮人の騎馬する者、
皆な胡帽を着け、靚

せい

妝
しょう

して面を露
あら

わし、また 障
しょう

蔽
へい

なし。
士庶の家、また相い倣效し、帷帽の制、絶えて行用せず。
俄かにまた髻を露わし馳

ち

騁
てい

し、或いは丈夫の衣服靴衫を着
るありて、尊卑内外は斯

ここ

に一貫す」と記されている。また
『新唐書』車服志にも、「中宗の後……宮人の従駕は皆な胡
冒（帽）にて乗馬し、海内これを效る。髻を露し馳騁する
に至りて、帷冒（帽）また廃

すた

れ、男子の衣に靴を衣て、奚
けい

、
契
きっ

丹
たん

の服の如し」の記述が見られる。そうした男装の流行
は、外来の影響によるものであった。『洛陽伽藍記』巻五
は、于

う

闐
てん

国について「其の俗、婦人は袴衫束帯にて乗馬馳
走し、丈夫と異なる無し」と述べる。また『文献通考』四
裔考九は、占城の風俗について「婦人、また脳後に髻を撮

あつ

め、笄
けい

梳
そ

なし。其の服、及び拝揖は男子と同じ」と記す。
　そうした異民族の服飾が有するエキゾチックな雰囲気
は、まず唐の宮廷において模倣された。『新唐書』五行志
一には、次のようなエピソードを載せる。宮中のある宴会
の席で、唐の太平公主が紫色の衫を着て玉帯を締め、皁

そう

羅
ら

の折上巾をかぶり、腰帯に帉、礪
れい

七事（すなわち算袋・ 
刀子・砥石・契

けい

苾
ひつ

真
しん

・噦
えつ

厥
けつ

・針筒・火石袋の7点の小物で、
俗に 蹀

ちょう

躞
しょう

七事と称する）を掛け、高宗の前で歌舞を披露
したところ、高宗と則天武后は笑って次のように尋ねた。

「女性は武官になることはできないのに、その装束はどう
いうわけなのか」と。また、『永楽大典』巻二九七二は『唐
語林』の記述を引用して、次のように記す。唐の武宗に仕
える王才人は体格が大きく、武宗の体格に近かった。ある
時、御苑で狩りをした際、2人は同じ服装で馬に乗って走
り回っていたため、側近はしばしば誤って王才人の前で上
奏してしまい、皇帝もそれを面白がった。さらに『新唐書』
李石伝には、禁中に2枚の金烏錦袍があり、それは玄宗と
楊
よう

貴
き

妃
ひ

の2人が温泉に行幸する際に着用したものであると
述べている。そして、女性が着る男装の装束は、永泰公主
石
せき

椁
かく

線画、韋泂墓石椁線画、李賢墓壁画、 張
ちょう

萱
せん

「虢
かく

国
こく

夫
人遊春図」〔図6-156〕、敦煌莫高窟晚唐17窟の蔵経洞（清・

光緒26年／1900年発見）の高僧・洪
こう

辯
べん

の背後左壁に描かれ
た杖を持つ供養人女性〔図6-183〕において、いずれも具体
的に表現されている。（図6-155, 156, 172〜183）

図6-174　張萱「唐后行従図」　唐（近代の模写）　則天武后〔中央〕は珠宝の鳳冠を戴き、交領で右
う
衽
じん
の礼衣を着る。礼服は濃い青色で、紅黒色の領

縁がほどこされ、日月文で飾られている。そして、赤と緑の縞文様の裙をはき、腰に珮を掛け、紅地に金鳳文の蔽
へい
膝
しつ
を着け、足には金宝や珠で飾られ

た雲頭履をはく。一方、女官は軟巾の長脚幞
ぼく
頭
とう
をかぶり、耳飾を着け、黒靴をはく。図6-173　三彩俑　唐　1957年、陝西省西安南何村鮮于

庭誨墓出土　女性は髪を同心髻に結い、円領で筒袖の褠衣
の内側に半

はん
臂
ぴ
を着て、腰に革帯を締め、烏

う
皮
ひ
六
ろく
縫
ほう
靴
か
をはく。

男装した女性の姿である。

図6-172　加彩架鳥女子俑　唐　高さ40.5cm　女性は髪
を驚
きょう
鵠
こく
髻に結い、大翻領で筒袖の衫を着て、腰から下は細

身の裙のようになり、細い褲をはき、翹
ぎょう
尖
せん
履
り
をはく。男装し

た女性である。　天理参考館蔵

390 391遼・西夏・金・元の服飾

図8-238　藍地幾何朵
だ
花綢対

つい

襟
きん
襖　元　1999年1月、河北

省隆化県白虎溝郷窯溝堖前山鴿
子洞窖蔵出土　高さ62cm　両
袖全長102cm　裾幅55cm

図8-237　灰菱格卍字龍文花綾対
襟半臂夾衫　元　1999年1月、河
北省隆化県鴿子洞元代窖蔵出土　
丈67cm　両袖全長106cm　袖
口幅37cm　対襟の縁に白い双経
文花紗の縁取りを縫いつけ、彩色
納
のう
繍
しゅう
（絽

ろ
刺し）によって花鳥人物

文を施す。

図8-236　印金羅夾衫　元　内モ
ンゴル自治区元代集寧路故城遺跡
出土　丈62cm　両袖全長107cm　
対襟で直領の夾衫で、前身頃は後
ろ身頃よりも3cm短く作られてい
る。そして、前身頃には幅3cmの
紗地繡の縁飾りを設け、さらに四
経羅の地に金搭子の文様を凸版に
よって施す。　内モンゴル自治区
博物館蔵

図8-239　菱格地団花文黒絹盤花紐釦織金錦胸衣（部分）　元　甘粛省漳県汪氏家族墓出土　特結錦による組織で、捻
ねん
金
きん
糸
し
を用いて織られている。単

位文様は、経方向16cm、緯方向11cmである。　甘粛省博物館蔵
文様拡大図

総計 3000 点におよぶ
図版を収録

時代・テーマ別の概説は
総合的理解を深める

図版にはそれぞれ
詳しい説明が付される

復元図や図解で
より分かりやすく
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